２００９年２月５日
世界最大記録容量５００ＧＢの３.５インチハードディスク量産開始

昭和電工株式会社（社長：高橋 恭平）は、本年１月より、３.５インチサイズとしては世界最大となる１枚当りの記録容量が５００ギガバイトのハードディスクの量産を開始いたしました。当社は、昨年より、垂直磁気記録方式（注１）の第４世代（注２）ハードディスクの量産化を１.８９インチ、２.５インチについて進めてまいりましたが、今般の３．５インチの本格量産化により、大容量ハードディスクのラインアップは一層充実いたしました。

大記録容量のハードディスクに対する需要は、デジタルハイビジョン放送をハイビジョンのまま録画できるＨＤＤレコーダー向けや、動画の保存・編集を行うパソコン向けに拡大しています。当社では、最高品質の大記録容量ハードディスクをお客様へ安定的に供給できるよう万全の体制を整えております。また、垂直磁気記録方式第５世代（注２）のハードディスクについてもタイムリーに量産化を行い、お客様の高容量化へのご要望に応えてまいります。

当社は、ハードディスク事業において、世界をリードする技術の開発に取り組んでおります。今後とも世界最大のハードディスク外販メーカーとして、質・量の両面においてお客様のご期待にお応えしてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

（注1） 垂直磁気記録方式：ハードディスク記録容量の大幅な拡大を可能にする技術。従来の面内記録方式がディスク面に水平に磁気を記録するのに対して、垂直磁気記録方式は縦方向に記録するため、記録密度を大幅に高めることが可能。

（注2） 第４世代・第５世代：当社の垂直磁気記録方式ハードディスクは、記録容量に応じて次のとおり区分できます。

　　　　（２００９年２月５日現在）

（単位：ギガバイト／枚）

	　
	１．８９インチ
	２．５インチ
	３．５インチ

	第１世代
	　　　　４０
	　　　　８０
	　　　１６０

	第２世代
	　　　　６０
	　　　１２０
	　　　２５０

	第３世代
	　　　　８０
	　　　１６０
	　　　３３４

	第４世代
	      １２０
	      ２５０
	【本件】５００

	第５世代
	     (１６０)
	     (３２０)
	　　（７５０）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　括弧書きは、量産準備中のもの　

（注３) 世界最大： ２００９年２月５日現在、当社調べ。

◆報道機関お問合せ先　IR・広報室　　      　　　　　　０３－５４７０－３２３５











































































